
口腔ケア新聞の発行にあたって
　　　　　　ここ数年、 外来患者さんやそのご家族から訪問診療のお
問い合わせやご依頼を受けるケースがとても増えてきまし
た。 小さなご病気されてしまったことがキッカケで、 寝たき
りになってしまわれたりして。 「いつもお元気でいいですね
」 って話をしていたのに ・ ・ ・ 。 そんなことが続いたので、
これは本格的に訪問診療に取り組まなければいけないかな
って、 強く思うようになりました。
　　　　　　そこで取り組みの一環として、 要介護者の歯と口に
関する情報を地域の介護に携わっている方にお届けし
ようと考え、 口腔ケア新聞を毎月１回発行しています。
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◆ 赤く染色して磨き残し部分がわかれば、上手に歯磨きできるようになります ◆

　　　　　皆さん、 こんにちは！　　　　　いかがお過ごしですか？     

津谷歯科医院、 院長の津谷　良です。

　　　　　　先月号では無料歯科健診のご案内をさせていただきました。 グラ

グラしている動揺歯や外れそうな被せ物があると、 咳反射や嚥下反射

の低下している要介護者では誤嚥することがあります。 今月末頃まで

無料歯科健診を実施していますので、 この機会に是非受診してみて

下さい。 問題が見つかれば早期対処が可能です。 また要介護者は誤

嚥性肺炎等の重大なリスクといつも隣り合わせです。 日常的な口腔

ケアでお口の中を清潔に保つことがとても大切です。 口腔ケアの第

一歩は歯磨きでプラーク （歯垢） をきちんと落とすことですが、 こ

れがなかなか難しいことでもあります。 　　そこで今月は、　　　　　　　『　　プラーク

コントロールレコード　』　　　　　　についてお届けしたいと思います。

歯磨きしているつもりでも ・ ・
きれいな歯並びは、 歯ブラシの使用が容易になり、

むし歯や歯周疾患になりにくくなります。 ところ

が多くの要介護者では残っている歯が少ない、 残根

がある等、 歯磨きが難しい複雑な口腔状態です。 歯

ブラシをきちんと当てられないために、 磨き残し

が多くみられます。 しかもプラークは目に見えな

いので磨いているつもりでも、

実際には磨けていないという

ことが多いのです。

★　　

★　　

★　　
このような時、 外来診療では歯に赤い液を塗って汚

れを染色します。 赤色が残る所が磨き残した部位な

ので、 これを鏡で見ながら歯ブラシの当て方等の歯

磨き指導を行います。 磨き

残した部位がわかると歯ブ

ラシの当て方も分かるので、

磨き残しがどんどん減って

いきます。 磨き残した汚れ

の割合をプラークコントロ

ールレコード （以下 PCR） と言う指数で表し、 値が小

さい程良く磨けていることになります。 PCR を用い

た歯磨き練習を繰り返し行い、 PCR が 20％以下にな

ることを目標とします。

要介護者の 7 割に清掃状況の問題が認められ、 8 割

の方にむし歯や歯周疾患が見つかったという報告が

あります。 高齢者や自身で歯磨きできない要介護

者に対して、 PCR を測定しながらブラッシング指導

をした場合、 効果はあるのでしょうか？。

ある口腔ケア研究会で発表された調査では、 自身で

歯磨きのできる 80 歳代の平均 PCR は 47％⇒ 27％に、

自身で歯磨きできない要介護者 （介護者が歯磨きす

る場合） でも平均 PCR は 56％⇒ 36％に改善されま

した。 高齢者や自身で歯磨きできない要介護者の場

合でも、 プラークの残ってしまう部位を赤く染色し

て歯ブラシの当て方を練習すれば、 きれいに磨ける

ようになることがわかります。 毎日のブラッシング

できちんと汚れを落とすことができれば、 歯を失う

ことや誤嚥性肺炎のリスクは大幅に低下します。

磨き残し部位を知ることが重要

高齢者や介護者にも効果アリ　！　！

残根欠損

染色液を塗り

汚れを　　
　　　　　　　　染め出す


